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第 3 日目【10月 23日（金）】

第 1 会場【東京国際フォーラム C ブロック ホール C】

09：00～ 11：00

パネルディスカッション 6

局地災害にいかに対応するか

司会 東京医科歯科大学大学院医歯学総合研究科救急災害医学分野 大友 康裕

杏林大学医学研究科救急医学教室 山口 芳裕

PD06-01 地域局地災害に DMATは間に合うのか

福島県立医科大学医学部救急医療学講座 島田 二郎

PD06-02 局地災害への対応‐3種類の DMAT‐
前橋赤十字病院高度救命救急センター集中治療科・救急科 中村 光伸

PD06-03 福知山花火大会爆発事故に学ぶ局地災害対応

公立豊岡病院但馬救命救急センター 小林 誠人

PD06-04 福知山花火大会爆発事故に学ぶ局地災害対応の問題点

兵庫県災害医療センター兵庫県災害救急医療情報指令センター 川瀬 鉄典

PD06-05 新日鉄住金名古屋製鉄所爆発事故における県 DMAT調整本部の教訓
名古屋掖済会病院救命救急センター 北川 喜己

14：00～ 16：30

パネルディスカッション 7

高齢者の救急医療は適正に行われているか

司会 聖路加国際病院救急部 石松 伸一

東京医科大学救急・災害医学 太田 祥一

PD07-01 認知症の人に対して救急医療は適正に行われているか

国立長寿医療研究センター在宅医療・地域連携診療部 武田 章敬

PD07-02 高齢者に対する救急医療の適正化に求められるものは？
東京都立墨東病院救命救急センター 濱邊 祐一

PD07-03 高齢者の救急医療の現状と今後の方向性

社会医療法人雪の聖母会聖マリア病院救命救急センター 山下 寿

PD07-04 後期高齢者の肺炎は治療可能だがその先を見据えた対処が必要となる

東京ベイ・浦安市川医療センター救急科 舩越 拓

PD07-05 救命救急センターにおける超高齢患者の重症例に対する治療現状と予後改善

藤田保健衛生大学医学部救命救急医学講座 服部 友紀
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PD07-06 2002年から 2012年の高齢者院外心停止患者に対する治療と結果の変化

SOS-KANTO study group 遠藤 広史

PD07-07 高齢者が自分自身で治療方針を決定するための環境整備の必要性

堺市立総合医療センター救命救急センター 森田 正則

PD07-08 当院における DNARの意識調査とその問題点

東京慈恵会医科大学 大槻 穣治

第 2 会場【東京国際フォーラム B ブロック ホール B7（1）】

09：00～ 11：00

シンポジウム 6

医療事故調査制度の見直しに向けた救急医学会からの提言

司会 武蔵野赤十字病院救命救急センター 須崎紳一郎

東大病院救命救急センター 中島 勧

SY06-01 救急医療からみた医療事故調査制度について

大阪市立大学大学院医学研究科 溝端 康光

SY06-02 医療事故調査制度が救急医療にもたらす影響と見直しに向けた提言

東京医科歯科大学救命救急センター 村田 希吉

SY06-03 WHOドラフトガイドラインの観点から見た調査制度の問題点

富山大学大学院危機管理医学（救急・災害医学） 奥寺 敬

SY06-04 救急医療へのアクセス制限につながらない医療事故調査制度が求められる

京都府立医科大学救急医療学教室 太田 凡

SY06-05 調査の「中立・公正性」｢専門性」｢透明性｣を如何に担保するか

日本医療安全調査機構 木村 壯介

SY06-06 医療事故調査制度―法的適正運用のポイント

木ノ元総合法律事務所弁護士 木ノ元直樹

11：00～ 12：00

教育セミナー2

"医療事故"，私の経験・私の対応

司会 日本医科大学武蔵小杉病院救命救急センター 松田 潔

ED02-01 医療事故責任判断における問題の類型

順天堂大学大学院医学研究科博士課程病院管理学講座, こはら眼科 峰村 健司
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12：15～ 13：15

ランチョンセミナー25
座長 埼玉医科大学総合医療センター 高度救命救急センター 准教授 間藤 卓

LS25-01 腸内細菌と経腸栄養

医療法人財団緑秀会田無病院院長 丸山 道生

共催：株式会社クリニコ

13：30～ 16：00

ワークショップ 5

きみは一生救急医を続けられるか

司会 都立墨東病院救命救急センター 岡田 昌彦

順天堂大学浦安病院救急診療科 角 由佳

WS05-01 一生救急医を続けられないと思うわけ（若手医師アンケート結果から）
東海大学医学部救命救急医学 本多ゆみえ

WS05-02 大学病院の女性医師支援の取り組み ―女性は救急医を続けられるか―

和歌山県立医科大学救急集中治療医学講座 木田 真紀

WS05-03 当施設における女性救急医の働き方と若手女性医師の意識調査

東海大学医学部外科学系救命救急医学 杉田真理子

WS05-04 育休世代のジレンマ

東京都立小児総合医療センター救命救急科 萩原 佑亮

WS05-05 東京医大病院，救急災害医学分野のワークライフバランスへの取り組み

東京医科大学救急・災害医学分野 河井健太郎

WS05-06 将来の救急医療体制構築のために 1名あたりの救急医パフォーマンス低下を受容すべし

藤沢市民病院救命救急センター 阿南 英明

WS05-07 息の長い救急医を生み出す ER 型救急部門のありかた

東京ベイ・浦安市川医療センター救急科 志賀 隆

WS05-08 プロフェッショナルを育てるためのワークライフバランス ―鳥大病院の取組―

鳥取大学医学部附属病院卒後臨床研修センター 山田 七子
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第 3 会場【東京国際フォーラム B ブロック ホール B7（2）】

09：00～ 11：00

パネルディスカッション 4-2

研修医・学生教育において救急医学が果たす役割（卒後教育）
司会 倉敷中央病院救急医療センター 福岡 敏雄

順天堂大学医学部付属練馬病院救急・集中治療科 杉田 学

PD04-2-01 救急医療研修において学習効果を高めるための取り組み

慶應義塾大学医学部救急医学教室 本間康一郎

PD04-2-02 武蔵野赤十字病院救命救急センターにおける初期研修医教育の実態と研修への提言

武蔵野赤十字病院救命救急センター 安達 朋宏

PD04-2-03 初期研修からの継続した救急外傷修練こそが Acute care surgeonの土台を作る

健和会大手町病院外科 三宅 亮

PD04-2-04 救急超音波講習会：福井での新しい研修医教育の試みと成果，今後の展望

亀田総合病院集中治療部 松本 敬

PD04-2-05 救急医に「救急超音波診」を確立するための救急超音波トレーニングコースの立ち上げについて

横須賀市立うわまち病院救命救急センター 本多 英喜

PD04-2-06 三つ子の魂百まで～初期研修において満足度の高い救急科研修を提供するには～

東京ベイ・浦安市川医療センター救急科 舩越 拓

PD04-2-07 救急と教育―急性期総合診療能力を養成するために―

神戸市立医療センター中央市民病院救命救急センター 松岡 由典

PD04-2-08 救急外来における実践的研修は，専門医偏重による問題点を補完しうる

和歌山県立医科大学救急集中治療医学講座 岩崎 安博

13：30～ 16：00

ワークショップ 6

"キケン"ドラッグへの対応を語ろう

司会 埼玉医科大学病院急患センター（ER） 上條 吉人

さいたま赤十字病院救命救急センター・救急医学科 清田 和也

WS06-01 危険ドラッグ中毒例から検出された薬物の年次変化と臨床像

東海大学医学部救命救急医学 梅鉢梨真子

WS06-02 危険ドラッグ 51症例の検討

神戸市立医療センター中央市民病院救命救急センター 有吉 孝一

WS06-03 当院に搬送された危険ドラッグ中毒患者の検討

日本赤十字社医療センター 早野 大輔
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WS06-04 危険ドラッグ撲滅に向けた救急医の役割

東京都立墨東病院救命救急センター 明石 暁子

WS06-05 措置入院となった危険ドラッグ中毒症例の検討

都立松沢病院一般科 樫山 鉄矢

WS06-06 危険ドラッグ摂取後に救急搬送された患者に関する多施設共同調査

埼玉医科大学病院救急科 上條 吉人

WS06-07 『あやしいヤクブツ連絡ネット』に寄せられる相談・情報からキケンドラッグを読み解く

一般社団法人偽造医薬品等情報センター 高梨 宏

第 4 会場【東京国際フォーラム B ブロック ホール B5（1）】

09：00～ 11：00

特別セッション 4

救急科領域データベースのセッション

司会 東北大学大学院医学系研究科外科病態学講座救急医学分野 久志本成樹

東京医科大学救急・災害医学分野 織田 順

SS04-01 特別発言

東京医科大学救急・災害医学 行岡 哲男

SS04-02 日本救急医学会学会主導研究評価特別委員会の役割と海外の学会主導研究

救急統合データベース活用管理委員会 丸藤 哲

SS04-03 臨床効果データベース整備事業（厚生労働省）による救急統合データベース整備と

基本設計の考え方

日本救急医学会救急統合データベース活用管理委員会, 東京医科大学救急・災害医学分野 織田 順

SS04-04 救急統合データベース整備とトラウマレジストリー

日本救急医学会救急統合データベース活用管理委員会 齋藤 大蔵

SS04-05 救急統合データベースと院外心停止レジストリ

日本救急医学会救急統合データベース活用管理委員会, 　　　　　　　
日本救急医学会 OHCA 特別委員会, 横浜市立大学大学院医学研究科救急医学 森村 尚登

SS04-06 学会主導多施設研究と救急統合データベースシステム

日本救急医学会救急統合データベース活用管理委員会 小倉 裕司

SS04-07 本邦における熱中症データベースの構築とその活用

昭和大学医学部救急医学, 日本救急医学会熱中症に関する委員会　　　　　　　

日本救急医学会救急統合データベース活用管理委員会 三宅 康史

SS04-08 重症循環器疾患等に関するデータレジストリシステムの構築について

―厚生労働省科学研究事業としての取り組み

大阪大学 嶋津 岳士
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12：15～ 13：15

ランチョンセミナー26

長期転帰をプライマリアウトカムとした頭部外傷治療

座長 東北大学大学院医学系研究科外科病態学講座救急医学分野教授 久志本成樹

LS26-01 頭部外傷 救命の「その後」 を知っていますか？

東北大学大学院医学系研究科神経外科学分野, 東北大学病院高度救命救急センター 中川 敦寛

LS26-02 重症頭部外傷の診方 －プレホスピタルから慢性期まで－
東海大学医学部救命救急医学 本多ゆみえ

共催：ノーベルファーマ株式会社／エーザイ株式会社

13：30～ 15：30

特別セッション 5

救急科新専門医制度をいかに構築するか？

司会 東京医科大学救急・災害医学 行岡 哲男

SS05-01 プログラム整備基準とアンケート調査結果について

日本救急医学会研修プログラム委員会, 帝京大学救急医学講座 坂本 哲也

SS05-02 研修モデルプログラムの作成と公開

奈良県立医科大学救急医学，救急医学会研修プログラム委員会 奥地 一夫

SS05-03 救急科領域の新専門医更新基準

国立国際医療研究センター病院救命救急センター 木村 昭夫

SS05-04 救急科新専門医制度の専門医更新基準における救急科領域講習の整備の現況

日本救急医学会教育・研修統括委員会, 横浜市立大学大学院医学研究科救急医学 森村 尚登

SS05-05 筆記試験/E-test整備について

香川大学医学部救急災害医学 黒田 泰弘

第 5 会場【東京国際フォーラム B ブロック ホール B5（2）】

09：00～ 10：30

特別セッション 6

PECEPコースに関するワークショップ

司会 北九州市立八幡病院・小児救急センター 市川光太郎

帝京大学医学部附属病院救命救急センター 坂本 哲也

SS06-01 PECEP小児救急トリアージ：多数の患者の中に紛れ込んだ「緊急性の高い小児」を見抜くコツ

Freelance, 日本救急医学会小児救急特別委員会 PECEPコース開発WG 境野 高資
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SS06-02 PECEP 「発熱」

都立小児総合医療センター救命救急科 井上 信明

SS06-03 PECEPコース「腹痛・嘔吐」～ただの胃腸炎で帰していいですか？～

筑波大学附属病院救急・集中治療部 小山 泰明

SS06-04 PECEPコース 下痢・脱水～救急医の minimum requirement
福井大学医学部附属病院総合診療部 林 寛之

SS06-05 PECEPコース 気道・呼吸

岐阜大学医学部附属病院高度救命救急センター 長屋聡一郎

SS06-06 PECEPコース 「痙攣・虐待」について

諏訪赤十字病院救急部, 日本救急医学会小児救急特別委員会 PECEPコース開発WG 西山 和孝

11：00～ 12：00

教育セミナー3

不正論文研究とその防止

司会 長崎大学病院救命救急センター 田﨑 修

ED03-01 不正論文とその防止

東京大学医学教育国際研究センター, 日本医学雑誌編集者会議組織委員会委員長 北村 聖

12：15～ 13：15

ランチョンセミナー27

最新の急性期脳梗塞治療 ～救命救急に携わる皆様へ～

座長 日本医科大学大学院教授　　　　　　　

日本医科大学付属病院高度救命救急センターセンター長 横田 裕行

LS27-01
国家公務員共済組合連合会虎の門病院脳神経血管内治療科部長 松丸 祐司

LS27-02
帝京大学医学部救急医学講座・救命救急センター准教授 安心院康彦

LS27-03
兵庫医科大学脳神経外科講座主任教授 吉村 紳一

共催：日本ストライカー株式会社

13：30～ 15：00

特別セッション 7

救急外来部門における感染対策

司会 広島大学病院感染症科 大毛 宏喜

慶應義塾大学医学部救急医学 佐々木淳一

SS07-01 救急外来部門における感染対策の課題

広島大学病院感染症科 大毛 宏喜
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SS07-02 日本救急医学会「救急外来部門における感染対策検討委員会」（JAAM-ERIC）設立と活動

慶應義塾大学医学部救急医学 佐々木淳一

SS07-03 救急外来における感染対策マニュアルと患者隔離設備の整備状況

東北大学大学院外科病態学講座救急医学分野 工藤 大介

SS07-04 救急部門における感染対策マニュアル作成のための共通指針の必要性

川崎医科大学救急医学 椎野 泰和

SS07-05 救急科専門医指定施設における微生物検査部門の充実度

京都医療センター救命救急センター/救命救急科 志馬 伸朗

SS07-06 当院における特定感染症対応ワーキンググループ設置経緯でみえてくる

救急部門の感染対策に望まれるもの

帝京大学医学部救急医学 池田 弘人

15：00～ 16：00

特別セッション 8

アナフィラキシー啓発担当医の育成

司会 愛知医科大学病院高度救命救急センター 野口 宏

SS08-01 アナフィラキシーガイドラインと対策

埼玉医科大学呼吸器内科, 埼玉医科大学病院アレルギーセンター, 　　　　　　　
日本アレルギー学会 Anaphylaxis 対策特別委員会 永田 真

第 6会場【東京国際フォーラム Dブロック ホール D7】

09：00～ 10：00

救急科領域講習 7

病院前救護体制とメディカルコントロール

司会 岸和田徳洲会病院救命救急センター 篠崎 正博

EC07 病院前救護体制とメディカルコントロール

堺市立総合医療センター 横田順一朗

10：00～ 11：00

救急科領域講習 8

中毒最近のトピック

司会 ツル虎ノ門外科リハビリテーション病院 前川 和彦

EC08 中毒最近のトピックス―ここ 10年を中心に―

埼玉医科大学病院急患センター（ER） 上條 吉人
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11：00～ 12：00

口演 74

災害医療 1
座長 旭川医科大学病院救急部 藤田 智

O074-1 Wireless-FPDによる術中透視装置を用いた屋外テント内での外傷患者に対する治療経験

―2015年ネパール地震災害－
南松山病院救急部, 愛媛大学救急医学 前川 聡一

O074-2 実災害におけるトリアージタッグの検討

山形県立救命救急センター 森野 一真

O074-3 平成 26年 8月豪雨広島土砂災害において救急搬送された 45症例の転帰調査

県立広島病院救命救急センター 山野上敬夫

O074-4 東日本大震災時に活動した DMAT隊員の 4年後の精神健康に関する縦断調査

国立病院機構災害医療センター精神科 河嶌 讓

O074-5 南海トラフ巨大地震被害想定からみた大阪市の災害医療体制の問題点

～地理情報システム（GIS）を用いた検討～

大阪市立大学大学院医学研究科救急医学 山本 啓雅

O074-6 東日本大震災前後の脳血管障害発症の日内変動の変化について

岩手医科大学救急医学講座 大間々真一

12：15～ 13：15

ランチョンセミナー28

急性期免疫管理バンドル 2015
Acute Phase Immune Management Bundle 2015

座長 東京医科大学救急・災害医学分野 行岡 哲男

LS28-01
名古屋大学大学院医学系研究科救急・集中治療医学分野 松田 直之

共催：大正富山医薬品株式会社

13：30～ 14：30

口演 75

災害医療 2
座長 独立行政法人国立病院機構災害医療センター臨床研究部/救命救急センター 小井土雄一

O075-1 東日本大震災での岩手県における防ぎえる災害死に関する検討

岩手医科大学医学部災害医学講座 眞瀬 智彦

O075-2 東日本大震災時，岩手県の救護所で使用された診療録の検討

岩手医科大学医学部災害医学講座 眞瀬 智彦
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O075-3 被災地内キャパシティー有 SCUの運用～指揮系統の整理と SCU設置方法～
災害医療センター臨床研究部, 愛知医科大学災害医療研究センター 高橋 礼子

O075-4 医療関係者の START法トリアージの現状

弘前大学医学部附属病院高度救命救急センター 伊藤 勝博

O075-5 災害拠点病院としての災害医療対応強化に向けた当院の取り組み

松阪中央総合病院脳神経外科 星野 有

O075-6 災害現場での無人航空機（ドローン）による映像伝送の有用性

広島大学大学院救急医学 島谷 竜俊

14：30～ 15：30

口演 76

災害医療 3
座長 大阪府済生会千里病院千里救命救急センター 林 靖之

O076-1 ロジスティクスのみの研修会の開発と実践

青森県立中央病院救命救急センター 花田 裕之

O076-2 DMATブロック訓練で参加者の理解度を深めるために何が必要か

市立奈良病院循環器内科 守川 義信

O076-3 災害医療訓練における参加者による相互評価導入の試み

東京女子医科大学救急医学 武田 宗和

O076-4 NBCテロ専門家会合について

国立病院機構災害医療センター 近藤 久禎

O076-5 「休日・夜間災害対応マニュアル」への挑戦～その後

茅ヶ崎市立病院 福山 宏

O076-6 ネパール中部地震後の救急外来受診の傾向

福島県立医科大学地域救急医療支援講座 矢野 徹宏

15：30～ 16：30

口演 77

災害医療 4
座長 塩田記念病院救急科 二宮 宣文

O077-1 東京都東部医療圏における災害医療体制の構築（墨田区）
伯鳳会白鬚橋病院地域救急医療センター 大桃 丈知

O077-2 東京都区東部医療圏における災害体制の構築，江戸川区

東京臨海病院救急科 佐藤 秀貴

O077-3 東京都区東部医療圏における災害医療体制の構築（江東区）
社会医療法人社団順江会江東病院救急室, 江東区医師会, 東京都医師会救急委員会 三浦 邦久



第
３
日
目

－170－

O077-4 避難所運営ゲーム（HUG）を用いた地域災害訓練

松戸市立病院集中治療管理センター 森本 文雄

O077-5 大分大学医学部附属病院での災害対策室の役割について

大分大学医学部附属病院災害対策室 下村 剛

O077-6 日体大を拠点とした大規模な防災訓練の導入

日本体育大学保健医療学部救急医療学科 小川 理郎

第 7会場【東京国際フォーラム Dブロック ホール D5】

09：00～ 10：00

口演 78

感染症・敗血症 9
座長 帝京大学ちば総合医療センター救急集中治療センター 志賀 英敏

O078-1 中耳炎を原因としたレミエール症候群の一例

新潟大学医歯学総合病院集中治療部 本田 博之

O078-2 溶血性尿毒症症候群（HUS）と大腸穿孔を合併した O-157 感染症の一例

八戸市立市民病院救命救急センター 貫和 亮太

O078-3 Clostridium perfringensによる細菌性脊椎炎と感染性動脈瘤を合併した一例

東京大学医学部附属病院救急部集中治療部 佐藤 拓也

O078-4 HIV長期治療中に横紋筋融解症を発症し，軽快後も神経障害を残した一例

東京大学医科学研究所附属病院感染免疫内科, 　　　　　　　
東京大学医学部附属病院救急部・集中治療部・救命救急センター 福田 直到

O078-5 診断に難渋したレプトスピラの 1例
津軽保健生活協同組合健生病院救急集中治療部 鳥谷部陽一郎

O078-6 腎移植患者の移植腎盂腎炎の検討

自治医科大学腎臓センター外科部門 黒澤 明

10：00～ 11：00

口演 79

感染症・敗血症 10
座長 川崎市立川崎病院救急科 田熊 清継

O079-1 中枢神経感染症におけるプレセプシンの有用性

佐賀大学医学部附属病院救命救急センター 太田 美穂

O079-2 潰瘍性大腸炎と誤診され大腸全摘後に赤痢アメーバ症と判明した一例

福井県立病院救命救急センター 小柴 真一
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O079-3 インフルエンザウィルス感染後に発症した劇症型 A 群溶連菌感染症の 2例
大阪府済生会千里病院千里救命救急センター 澤野 宏隆

O079-4 急性心筋梗塞が疑われた好酸球性心筋炎の一症例

名古屋大学医学部付属病院救急科 中原光三郎

O079-5 小児開心術後縦隔炎の検討

徳島大学病院救急集中治療部 奥田 菜緒

O079-6 フルニエ壊疽による小児敗血症の一症例

名古屋大学医学部付属病院救急科 中原光三郎

11：00～ 12：00

口演 80

感染症・敗血症 11
座長 東京慈恵会医科大学附属第三病院救急部 大槻 穣治

O080-1 劇症型肺炎球菌感染症に続発した Candida dubliniensisによる真菌性眼内炎の 1例
厚生連廣島総合病院救急・集中治療科 筒井 徹

O080-2 膀胱自然破裂により腹膜炎を呈した気腫性膀胱炎に対して保存的加療で治癒しえた一例

兵庫県災害医療センター救急部 古賀 聡人

O080-3 空腸動脈に感染性動脈瘤を形成した感染性心内膜炎の稀な 1症例
武蔵野赤十字病院救命救急センター 三浪 陽介

O080-4 集学的加療を行ったが救命できなかった市中型MRSAによる
壊死性肺炎・敗血症性肺塞栓症の一例

石巻赤十字病院呼吸器内科 井上 顕治

O080-5 降下性壊死性縦隔炎と類似の臨床像を呈した敗血症性胸鎖関節炎の一例

筑波大学附属病院救急集中治療部 塩入瑛梨子

12：15～ 13：15

ランチョンセミナー29
座長 久留米大学病院病院長・久留米大学医学部救急医学講座主任教授 坂本 照夫

LS29-01 敗血症―患者さんを通して学んできたこと

岩手医科大学名誉教授, 医療法人友愛会盛岡友愛病院理事 遠藤 重厚

共催：東レ株式会社／東レ・メディカル株式会社

13：30～ 14：30

口演 81

脊椎・脊髄外傷

座長 関西医科大学附属滝井病院救命救急センター／脳神経外科・脳卒中センター 岩瀬 正顕

O081-1 スポーツに関連する脊椎・脊髄損傷症例の検討

国立病院機構仙台医療センター脳神経外科 鈴木 晋介
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O081-2 外傷性胸腰椎椎体骨折に対するMIStおよび CBT 法を用いた手術治療成績

日本大学医学部整形外科学系整形外科学分野, 自治医科大学付属さいたま医療センター救急科 海老原貴之

O081-3 頚椎椎間板断裂に伴う後咽頭血腫によって上気道閉塞を来した一症例

独立行政法人国立病院機構南和歌山医療センター救命救急科 足川 財啓

O081-4 咽頭後壁血腫に気管切開は必要か

和歌山県立医科大学救急集中治療医学講座 田中 真生

O081-5 内因性意識障害による交通外傷でエアバッグ作動による頸随損傷の 1例
敬愛会中頭病院 米丸 裕樹

O081-6 当院における 3年間の脊髄損傷に伴った神経原性ショック症例の検討

福岡県済生会福岡総合病院救急科 中村 周道

14：30～ 15：30

口演 82

多発外傷

座長 佐賀大学医学部救急医学講座 阪本雄一郎

O082-1 自動車事故における，前席乗員と後部席乗員の重症度の比較検討：後部席は前席よりも安全か？
太田西ノ内病院救命救急センター 篠原 一彰

O082-2 多発外傷における頭部外傷は他部位の出血に影響しているか：傾向スコアを用いた検討

高知医療センター救命救急センター 大森 貴夫

O082-3 地方救命救急センターにおける On call体制の外傷チームは重症外傷の予後を改善するか

伊勢赤十字病院 田村 佳久

O082-4 多発外傷を伴う外傷性胸部大動脈損傷に対し TEVARを施行し救命した一例

諏訪赤十字病院救急部 菅谷 慎祐

O082-5 外傷診療中に対麻痺症状にて発症した前脊髄動脈症候群の 1例
福島県立医科大学医学部救急医療学講座 鈴木 剛

O082-6 シートベルト外傷による頸部血腫に対して緊急 IVRを施行した 1例
聖隷浜松病院救急科・救命救急センター 植田 秀樹

15：30～ 16：30

口演 83

外傷の病態 2
座長 兵庫県立加古川医療センター救急科 高岡 諒

O083-1 ISSと FDP/Dダイマーの検討

群馬大学大学院救急医学, 群馬大学医学部附属病院救命・総合医療センター 村田 将人

O083-2 救急外来を受診した外傷症例の初診時血中 Dダイマー値の検討

熊本大学医学部附属病院救急・総合診療部 金子 唯
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O083-3 抗凝固療法を行った多発外傷後下大静脈血栓症の 1例
国立病院機構京都医療センター救命救急科 狩野 謙一

O083-4 高エネルギー外傷患者におけるサルコペニアの意義

九州大学救命救急センター 赤星朋比古

O083-5 シートベルト着用は自動車同乗者の外傷重症度を軽減できるか？
札幌医科大学医学部救急医学講座, 札幌医科大学医学部脳神経外科学講座 宮田 圭

O083-6 内因性疾患が先行した交通外傷の検討

八戸市立市民病院救命救急センター 濱舘 香葉

第 8会場【東京国際フォーラム Dブロック ホール D1】

09：00～ 10：00

口演 84

熱傷・電撃傷

座長 独立行政法人地域医療機能推進機構中京病院救急科 上山 昌史

O084-1 重症熱傷患者における栄養療法の限界：長期間連続 energy expenditure（EE）測定値に基づく

積極的栄養管理の解析

製鉄記念八幡病院救急・集中治療部 海塚 安郎

O084-2 溶融アルミニウムによる顔面を含む全身の熱傷で眼球，鼻腔内，歯牙に

アルミニウム塊が固着した一例

聖隷浜松病院救急科 峯田 健司

O084-3 短パルスレーザー光を用いた光音響画像化法による熱傷深度定量化に関する研究

埼玉医科大学国際医療センター救命救急科 関根 康雅

O084-4 当センターで経験した電撃傷・雷撃傷の 6例
宮崎大学医学部附属病院救命救急センター 山下 駿

O084-5 気道熱傷後に生じた高度気管狭窄の 1例
国立病院機構四国こどもとおとなの医療センター救命救急センター 高野 信二

10：00～ 11：00

口演 85

熱傷・電撃傷，その他外傷

座長 東京医科歯科大学医学部附属病院 ERセンター・救命救急センター 加地 正人

O085-1 成人の熱湯飲用による咽喉頭熱傷の一例

長崎大学病院救命救急センター 井山 慶大

O085-2 smoke inhalation injury without burnsの治療経験

信州大学医学部救急集中治療医学教室 新田 憲市
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O085-3 3度熱傷受傷面積は過小評価される可能性がある

関西医科大学附属枚方病院形成外科 日原 正勝

O085-4 温存しえた小児両下肢重度外傷の 1例
高知医療センター整形外科 枦元佑大郎

O085-5 不安定型骨盤骨折，出血性ショックに合併した意識障害の診断に苦慮した一例

慶應義塾大学救急医学 松岡 義

O085-6 クラッシュ症候群からコンパートメント症候群を合併し治療に難渋した一例

神戸大学医学部附属病院救命救急科 安藤 維洋

11：00～ 12：00

口演 86

IVR
座長 兵庫県立加古川医療センター救命救急センター 当麻 美樹

O086-1 当センターにおける細径大動脈遮断バルーンカテーテルの使用経験

りんくう総合医療センター大阪府泉州救命救急センター 成田麻衣子

O086-2 当院における骨盤骨折に対し NBCA-TAEを施行した症例の検討

獨協医科大学救急医学講座 前川 奈々

O086-3 初療室 IVR-CT 導入がもたらした外傷初期診療・IVRへの効果の検討

東京都立墨東病院救命救急センター 横山 太郎

O086-4 骨盤骨折による出血に対する IVRの適応についての検討

慶應義塾大学医学部救急医学教室 前島 克哉

O086-5 当施設における救急医による非外傷性疾患に対する IVRの現状

富士重工業健康保険組合太田記念病院救急科 秋枝 一基

O086-6 緊急 IVRにおける人工呼吸管理の必要性についての検討

済生会横浜市東部病院救急科 佐藤 智洋

12：15～ 13：15

ランチョンセミナー30
座長 埼玉医科大学総合医療センター輸血細胞医療部 山本 晃士

LS30-01 今，敗血症性 DICの診断・治療を再考する

－日本血栓止血学会 DIC診断基準暫定案と AT製剤特定使用成績調査の中間解析から－

滋賀医科大学救急集中治療医学講座 江口 豊

共催：日本製薬株式会社
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13：30～ 14：30

口演 87

感染症・敗血症 12
座長 大阪府三島救命救急センター 大石 泰男

O087-1 内科的治療にて改善した気腫性食道・胃蜂窩織炎の一例

宇治徳洲会病院救急総合診療科 森田 吉則

O087-2 齲歯を契機とした壊死性筋膜炎により，敗血症性ショックをきたした 1例
成田赤十字病院救急・集中治療科 栗田 健郎

O087-3 集学的治療により救命しえた劇症型溶血性連鎖球菌感染症の一例

東邦大学医療センター大森病院総合診療・救急医学講座 一林 亮

O087-4 PVPIは敗血症において全身の血管透過性を表す指標となりうるか？
大阪市立総合医療センター救命救急センター 重光 胤明

O087-5 猫による手咬創が原因と考えられた大腿四頭頭筋内膿瘍の 1 治験例

社会医療法人社団三思会東名厚木病院救急科 安齋 明雅

O087-6 デング熱患者を見逃さないために！－主訴から疑えないか？
The Japanese Association Manila Medical Clinic, Japan Overseas Medical Fund 菊地 宏久

14：30～ 15：30

口演 88

専門医教育 1
座長 東邦大学医療センター大森病院救命救急センター 本多 満

O088-1 Thiel法固定献体を用いた手術手技トレーニングの有用性

獨協医科大学越谷病院救命救急センター 速水 宏樹

O088-2 「献体による外傷手術臨床解剖学的研究会」が受講生に与えた影響

－厚生労働省委託事業の半年後アンケートによる検討

東京医科大学救急・災害医学分野 本間 宙

O088-3 大阪千里メディカルラリーからみた蘇生活動の問題点（前編）

市立ひらかた病院救急科 小林 正直

O088-4 大阪千里メディカルラリーからみた蘇生トレーニングの問題点（後編）
市立ひらかた病院救急科 小林 正直

O088-5 救命救急センター併設型の地域一般病院での acute care surgeon育成について

北九州総合病院総合外科 村山 良太

O088-6 高機能挿管シミュレーターを用いた気管挿管成功とブレードの舌への圧力の関連についての検討

（多施設前向き観察研究）

東京ベイ・浦安市川医療センター（地域医療振興協会）救急科 本間 洋輔
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15：30～ 16：30

口演 89

専門医教育 2
座長 長野赤十字病院救命救急センター 岩下 具美

O089-1 一般病棟看護師全員が ICLSを受講する効果を検証する

東京女子医科大学東医療センター看護部 小林 孝子

O089-2 「ICLSプロバイダーへのフォローアップ体制の検討」

社会医療法人財団石心会川崎幸病院 大内 龍也

O089-3 新しくなった ACLS EPコースの現状

大手町アビエスクリニック 早田 台史

O089-4 日本型 ERの構築ならびに ER 指導医の育成という観点からみた米国救急医招聘プロジェクト

多根総合病院救急科 野口 和男

O089-5 救急科専修医教育における 360度評価の有用性

東京ベイ浦安市川医療センター（地域医療振興協会）救急科 國谷 有里

O089-6 中心静脈カテーテルに関してのシミュレーションの成績と実臨床での成績の比較

東京ベイ・浦安市川医療センター（地域医療振興協会）救急科 高橋 仁

第 9会場【東京国際フォーラム ガラス棟 G402】

09：00～ 10：00

口演 90

地域医療 1
座長 横浜市立市民病院救命救急センター 伊巻 尚平

O090-1 救急外来の時間外における電話対応の実態

下関市立市民病院看護部 松島 仁美

O090-2 滋賀県湖南圏域の小児救急医療を中心とした休日急病診療体制の新な取組

滋賀県守山野洲草津栗東市医師会 福田 正悟

O090-3 Emergency Coordinatorの転院調整による医師負担軽減等の効果

札幌東徳洲会病院救急部コーディネーター 寺岡 亮

O090-4 Community Paramedicine 米国で広まりつつある新しい医療の概念

University of California San Diego, Department of Emergency Medicine 中嶋 優子

O090-5 佐賀県における交通事故に関する調査と研究会の設立

佐賀大学医学部附属病院救命救急センター 山田クリス孝介

O090-6 置賜地域医療情報ネットワーク（Oki-net）のファイル共有機能を活用した脳卒中地域連携パス

公立置賜総合病院救命救急センター 久下 淳史
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10：00～ 11：00

口演 91

地域医療 2
座長 大阪警察病院救命救急センター（救命救急科） 岸 正司

O091-1 ドクターヘリ活用に向けた県内の小児科医師へのアンケートの試み

「ドクターヘリを小児医療のために！」アンケート in 神奈川

あいち小児保健医療総合センター救急科, 東海大学医学部外科学系救命救急医学 石川祥一朗

O091-2 ドクターヘリ広域連携による当院への搬送状況

市立三次中央病院麻酔科・集中治療室 田嶋 実

O091-3 広域夜間急病センターが地域に果たす役割 ―大隅地域 3市 5町の取り組み―

琉球大学大学院医学研究科救急医学講座 大内 元

O091-4 救急分野における地域医療連携～ふじのくにねっとの構築と症例提示～

静岡県立総合病院高度救命救急センター 春田 浩一

O091-5 二次救急病院における内科系救急搬送応需改善の試み

市立堺病院総合内科 青柳 健一

O091-6 救急応需率維持の原動力となる病院総合力

社会医療法人緑壮会金田病院 木下 公久

11：00～ 12：00

口演 92

地域医療 3
座長 国保松戸市立病院集中治療管理センター 森本 文雄

O092-1 救命救急センター長期入院例の検討

昭和大学医学部救急医学講座 樋口 遼

O092-2 埼玉県専任医師体制開始後の搬送困難症例について

埼玉医科大学総合医療センター救急科（ER） 中村 元洋

O092-3 NPPVを使用した虚血性心不全患者の病院間搬送の取り組み

なめがた地域総合病院救急科 小田 有哉

O092-4 当院に転送された広範囲熱傷患者についての検討

JCHO中京病院救急科 黒木 雄一

O092-5 事前調査が効した医療僻地におけるスポーツ競技会（スキーフリースタイル・モーグル競技）

の救急医療体制について

近畿大学医学部救急医学 木下 理恵

O092-6 磐井病院救急医療科の手術・緊急呼吸器内視鏡症例の検討

岩手県立磐井病院救急医療科, 岩手県立磐井病院呼吸器科, 総合南東北病院呼吸器外科 志賀光二郎
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13：30～ 14：30

口演 93

AI
座長 兵庫医科大学救命救急センター 久保山一敏

O093-1 救急医が読影する死後 CTは死因診断にどこまで貢献しているか？

浜松医科大学医学部附属病院救急部 高橋 善明

O093-2 「青森県死後 CT 検討会」開催の試み

杏林大学保健学部救急救命学科 阪本奈美子

O093-3 当院 ERでのオートプシーイメージングの現状

山口県立総合医療センター救命救急センター救急科 井上 健

O093-4 当院における Autopsy imagingの検討

医誠会病院救急医療センター 喜多村泰博

O093-5 当院における AIの検討

洛和会音羽病院京都 ER救命救急センター 清水 裕章

O093-6 院外心肺停止症例に対する Autopsy Imaging施行例の検討

徳島県立中央病院救命救急センター 三村 誠二

14：30～ 15：30

口演 94

画像診断

座長 日本医科大学高度救命救急センター 宮内 雅人

O094-1 救命救急センターER初療担当医による救急画像診断の検討

和歌山県立医科大学救急集中治療医学講座 柴田 尚明

O094-2 救急外来における画像所見「見逃し症例」の現況の分析

神戸市立医療センター中央市民病院麻酔科 是永 章

O094-3 重症尿路感染患者の入院時 CT 所見の検討

大阪警察病院救命救急センター 北山 淳一

O094-4 救急画像診断における腫瘍性病変など要フォロー所見の検討

和歌山県立医科大学救急集中治療医学講座 米満 尚史

O094-5 CT 検査を実施せず手術を行った急性虫垂炎の検討

沖縄県立中部病院救急救命センター救急科 神野 敦

O094-6 超音波で胸骨骨折を診断した軽症胸部外傷の 3例
安曇野赤十字病院救急部 亀田 徹
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15：30～ 16：30

口演 95

外因性疾患

座長 横浜市立大学附属市民総合医療センター高度救命救急センター 春成 伸之

O095-1 急性アルコール中毒患者における 1％ブドウ糖加Mg加酢酸リンゲル液の大量投与による

低血糖予防効果の検討

東京慈恵会医科大学救急医学講座 光永 敏哉

O095-2 当院で経験した偶発性低体温症 12症例の検討

杏林大学医学部付属病院救急医学教室 小野寺 亮

O095-3 入浴関連意識障害の 2例
国家公務員共済組合連合会新別府病院救急救命センター 添田 徹

O095-4 腹腔内出血に伴う出血性ショックで搬送され，原因として SAMが疑われた症例の報告

宮崎大学医学部付属病院救命救急センター 篠原 希

O095-5 足部壊死性筋膜炎を来した患者の debridementを施した皮膚欠損部に対し，湿潤療法を

行いながら外来通院治療を行った一症例

聖隷横浜病院救急科 入江 康仁

O095-6 重症頭部外傷での血管内体温調節装置（THERMOGARD XP®）の使用経験

日本大学医学部救急医学系救急集中治療医学分野 酒井 康行

第 10 会場【東京国際フォーラム ガラス棟 G409】

09：00～ 10：00

口演 96

PCPS・ECMO
座長 ふれあい平塚ホスピタル 兼坂 茂

O096-1 当センターにおける Respiratory ECMO 管理中の抗凝固療法の検討

東京都立多摩総合医療センター救命救急センター 萩原 祥弘

O096-2 新しい ECMO 装置 Cardiohelp system の耐久性について

日本医科大学付属病院集中治療科 市場 晋吾

O096-3 体外式膜型人工肺（ECMO）装着中の重症心不全患者の海外搬送

千葉大学大学院医学研究院救急集中治療医学 安部 隆三

O096-4 2014年度における ECMO 導入の動向

名古屋大学大学院医学系研究科救急・集中治療医学分野 日下 琢雅

O096-5 Extracorporeal membrane oxygenation（ECMO）が有効であった肥満肺胞低換気症候群に伴う

重症呼吸不全の一例

日本医科大学付属病院集中治療科 梅井 菜央
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O096-6 E-CPRにおける乳酸クリアランスの有用性と目標値における研究

済生会横浜市東部病院救命救急センター 中道 嘉

10：00～ 11：00

口演 97

輸液・輸血

座長 富山大学大学院医学薬学研究部地域医療支援学講座 有嶋 拓郎

O097-1 エホバの証人 52例の検討

福岡徳洲会病院救急総合診療部 田中 雄基

O097-2 奄美大島における生血輸血の現状

鹿児島県立大島病院救命救急センター 原 純

O097-3 当救命センターにおける大量出血に対するクリオプレシピテート使用の現状と課題

岐阜大学医学部附属病院高度救命救急センター 中野 志保

O097-4 当科における緊急時の交差適合試験未実施赤血球輸血の検討

慶應義塾大学医学部救急医学 上野 浩一

O097-5 超遠隔地小笠原村における新血液供給システム“血液製剤ローテーション計画

（Blood Rotation 計画）”の試み

小笠原村診療所 笠井あすか

O097-6 緊急血小板成分輸血を行った日本人デング熱 の 1例からみた海外輸血事情

在バングラデシュ日本国大使館医務班 齋木 都夫

11：00～ 12：00

口演 98

航空医療

座長 岐阜大学大学院医学系研究科救急・災害医学 小倉 真治

O098-1 長距離航空機搬送における体温変化と予後の関係 ～搬送中の体温低下は予後不良因子である～
東京都立広尾病院救命救急センター 中島 幹男

O098-2 福井県立病院救命救急センターにおける過去 11年間のヘリ搬送症例の検討

福井県立病院 鈴木 崇仁

O098-3 岩手県ドクターヘリによる循環器疾患搬送の検討

岩手医科大学高度救命救急センター 照井 克俊

O098-4 北関東広域連携における栃木県の現状

獨協医科大学救急医学講座 菊池 仁

O098-5 現場直近の一次・二次医療機関へ搬送するも直後に再搬送を要した症例の検討

－熊本県ドクターヘリ事業における現状－

京都医療センター救命救急科 大木 伸吾

O098-6 全国および当院における洋上救急出動事案のまとめ

東海大学医学部外科学系救命救急医学 杉田真理子
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13：30～ 14：30

口演 99

鎮痛・鎮静管理

座長 香川大学医学部救急災害医学 黒田 泰弘

O099-1 急性腰痛に対する仙腸関節ブロックの効果について

東邦大学医療センター大橋病院救急集中治療科 櫻井 貴敏

O099-2 処置時の鎮静コース（Procedural sedation course）開催と国内の現状

東京ベイ・浦安市川医療センター（地域医療振興協会） 本間 洋輔

O099-3 救急集中治療領域で使用する鎮静剤の直接的活性酸素消去能について

東京慈恵会医科大学救急医学講座 大瀧 佑平

O099-4 譫妄に対するラメルテオン・抑肝散内服の有用性

東京女子医科大学東医療センター 齊藤 麻名

O099-5 鎮痛・鎮静プロトコール導入によるせん妄発生率の変化

大阪市立総合医療センター集中治療部 奥村 将年

14：30～ 15：30

口演 100

医療支援

座長 国立病院機構東京医療センター救命救急センター 菊野 隆明

O100-1 当院救急外来での『オーバーナイト』症例の実態調査

勤医協中央病院救急科 郎 朗

O100-2 当院におけるオーバーナイトベッドの運用について

熊本赤十字病院救命救急センター 奥本 克己

O100-3 ER 移転に伴う留意すべき点の検討

藤田保健衛生大学救急総合内科 小川 広晃

O100-4 地方都市の高度救命救急センターにおける時間外選定療養費徴収による

救急患者数の変動について

日本赤十字社和歌山医療センター第一救急科部 浜崎 俊明

O100-5 二次救急医療機関における救急専従医の存在意義

名古屋市立東部医療センター救急科 安藤 雅樹

O100-6 救急外来用電子カルテの作成と 1年間の運用状況と分析

大阪医療センター救命救急センター 上尾 光弘
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15：30～ 16：30

口演 101

医療経済・倫理

座長 都立広尾病院 佐々木 勝

O101-1 ERへ搬送された DNARコード患者の意思決定（介護施設入所中の搬送ケースの経験から）

勤医協中央病院救急センター 林 浩三

O101-2 よりよい病院 BCPの策定のために -計画検証のためのシミュレーションツールの開発-
筑波大学附属病院救急・集中治療部 榎本 有希

O101-3 当院における外国人入院患者の検討

京都第一赤十字病院救命救急センター 高階謙一郎

第 11 会場【東京国際フォーラム ガラス棟 G502】

09：00～ 10：00

口演 102

消化管 4
座長 産業医科大学救急医学講座 真弓 俊彦

O102-1 出血性胃十二指腸潰瘍における抗血栓薬の検討

関西医科大学附属枚方病院高度救命救急センター 岸本 真房

O102-2 当院で過去 3年間に経験した孤立性腹部内臓動脈解離 9例の検討

京都第二赤十字病院救命救急センター救急科 荒井 裕介

O102-3 当院における Open Abdominal Managementの実際
会津中央病院救命救急センター 城戸 教裕

O102-4 上部消化管出血における Glasgow-Blatchford bleeding scoreの有用性の検討

川崎市立川崎病院救命救急センター 竹村 成秀

O102-5 来院 24時間以内に行った緊急消化器外科手術についての検討

長崎大学病院救命救急センター 猪熊 孝実

O102-6 高齢者における腸閉塞疾患の検討

京都第二赤十字病院救命救急センター救急科 石井 亘
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10：00～ 11：00

口演 103

消化管 5
座長 済生会横浜市東部病院救命救急センター 北野 光秀

O103-1 気腫性膵炎に対して超音波内視鏡下穿刺吸引/ドレナージを行った 1症例
国立病院機構京都医療センター 浜田 聖子

O103-2 感染性膵壊死の診断に対するプロカルシトニン測定の有用性の検討

武蔵野赤十字病院救命救急センター 東 秀律

O103-3 DIC合併重症急性膵炎の臨床経過の検討

日本大学医学部救急医学系救急集中治療医学分野 千葉 宣孝

O103-4 当院における門脈ガス血症の検討

済生会松阪総合病院 齋木 良介

O103-5 劇症肝炎における Continous Plasmafiltration with Dialysis（CPDF）変法の有用性

金沢大学附属病院麻酔科蘇生科 谷口 巧

O103-6 特発性胆嚢管穿孔の 1例
東京医科歯科大学医学部附属病院救命救急センター 八木 雅幸

11：00～ 12：00

口演 104

消化管 6
座長 市立豊中病院救急科 東 孝次

O104-1 特発性食道破裂に対して保存的加療で軽快した一例

-当院での保存的治療のストラテジーを考える-
東京医科歯科大学医学部付属病院救命救急センター 小崎 良平

O104-2 当院で経験した急性壊死性食道炎 4例の転帰と特徴

順天堂大学医学部附属練馬病院救急・集中治療科 野村 智久

O104-3 当科で経験した急性出血性直腸潰瘍における EBL 止血療法

岩手県立中央病院救急医療部内視鏡科 赤坂威一郎

O104-4 新体制となった当院での下部消化管穿孔の治療戦略

東京都立多摩総合医療センター外科 谷河 篤

O104-5 血栓溶解療法を施行した上腸間膜動脈血栓症の 2例
済生会松阪総合病院外科 河埜 道夫

O104-6 電解質喪失症候群によるショック状態を呈した直腸絨毛性腫瘍の一例

東京医療センター 上村 吉生



第
３
日
目

－184－

13：30～ 14：30

口演 105

環境異常 1
座長 大阪府立中河内救命救急センター 塩野 茂

O105-1 レセプト情報を用いた近年の熱中症受診者の解析

昭和大学医学部救急医学, 日本救急医学会熱中症に関する委員会 三宅 康史

O105-2 レセプトデータの救急医療領域への利用可能性について

－熱中症診療ガイドラインにおけるレセプト情報等の活用事例報告－

京都大学医学部附属病院診療報酬センター, 京都大学大学院医学研究科初期診療・救急医学講座 加藤 源太

O105-3 当院における熱中症患者とWBGT（暑さ指数）との関係

沖縄県立中部病院救急科 豊里 尚己

O105-4 冷涼地域における熱中症症例の検討

八戸市立市民病院救命救急センター 木村 健介

O105-5 熱中症重症度スコアを用いた III度熱中症の障害臓器と予後の検討

昭和大学医学部救急医学講座 神田 潤

O105-6 高度低体温を伴う心停止例に対する体外式心肺蘇生の治療成績

信州大学医学部附属病院高度救命救急センター 望月 勝徳

14：30～ 15：30

口演 106

環境異常 2
座長 大阪医科大学救急医療部 高須 朗

O106-1 マウス熱射病モデルにおける脳内のサイトカイン（TNF-α）の推移について

昭和大学藤が丘病院救急医学科 宮本 和幸

O106-2 重症熱中症の経過中に三相波を認めた一例

金沢大学附属病院集中治療部 蜂谷 聡明

O106-3 高気圧酸素環境が健常血液の血栓形成能に及ぼす影響

佐賀大学医学部附属病院救命救急センター 三池 徹

O106-4 高齢発症の偶発性低体温症は患者の ADLを下げる
日本赤十字社和歌山医療センター救急集中治療部 小谷 祐樹

O106-5 温泉地域における入浴関連救急搬送事例の検討

岐阜大学附属病院高度救命救急センター 熊田 恵介

O106-6 非心肺停止で搬送された浴槽内溺水症例の検討

神戸市立医療センター中央市民病院 神谷 侑画
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15：30～ 16：30

口演 107

内分泌代謝

座長 琉球大学大学院医学研究科救急医学講座 久木田一朗

O107-1 海産物によるアナフィラキシー（中等症以上）の原因は半数以上がアニサキス

亀田総合病院救命救急科 中山惠美子

O107-2 独歩受診で外来待合中，心肺停止に陥って判明した劇症型 1 型糖尿病の 1例
兵庫医科大学病院救命救急センター 平井 康富

O107-3 CPAで搬送され，入院後も心停止を繰り返した甲状腺クリーゼの一例

高崎総合医療センター 小池 俊明

O107-4 ジスチグミンによるコリン作動性クリーゼのため心静止をきたした 1例
沖縄県立南部医療センター救急救命センター 徳田 嘉仁

O107-5 尿閉による低ナトリウム血症を来した 3例
長野厚生連篠ノ井総合病院救急・集中治療科 服部 理夫

O107-6 急性重症患者における ICU入室時の HbA1c 採血の意義について

熊本大学医学部附属病院集中治療部 蒲原 英伸

第 12 会場【東京国際フォーラム ガラス棟 G510】

09：00～ 10：00

口演 108

医療安全 1
座長 市立札幌病院救命救急センター 牧瀬 博

O108-1 Modified Early Warning Scoreを用いた院内急変予測に関する検討

川崎市立川崎病院救命救急センター救急科 齋藤 豊

O108-2 多摩総合医療センターにおける院内急変時対応についての検討

東京都立多摩総合医療センター救命救急センター 濱口 純

O108-3 当院における Rapid Response System 発動事例の検討と今後への課題

大阪市立大学医学部附属病院救急医学 森岡 貴勢

O108-4 マイナー科での急変対応における当院 RRS実績の向上

聖マリアンナ医科大学救急医学 下澤 信彦

O108-5 当院における院内緊急コール症例の検討

勤医協中央病院救急科 金沢 幸雄

O108-6 当院における RRS（Rapid response system）導入の効果についての検討

金沢大学附属病院集中治療部 野田 透
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10：00～ 11：00

口演 109

医療安全 2
座長 三重大学大学院医学系研究科麻酔集中治療学 丸山 一男

O109-1 当院における機器・医療材料部会の活動状況

岩手医科大学医学部救急医学 井上 義博

O109-2 救命救急センター勤務医師の抑うつ度について

杏林大学保健学部公衆衛生学 岡本 博照

O109-3 異なる夜間勤務体制が翌日の眠気や覚醒度に与える影響

京都府立医科大学救急医療学教室 安 炳文

O109-4 当院勤務体制の現状について

川崎市立川崎病院 近野 祐介

O109-5 ERにおける患者医療情報伝達（ハンドオフ）に関する質的研究

川崎市立川崎病院救急科 伊藤 壮一

O109-6 非医師全職員修了を目的とした BLS 研修：3年間の運用から

大津市民病院救急診療科 福井 道彦

11：00～ 12：00

口演 110

多臓器不全・ショック

座長 熊本大学生命科学研究部侵襲制御医学 木下 順弘

O110-1 ドブタミンによる好中球系細胞死に関する研究

名古屋大学大学院医学系研究科救急・集中治療医学分野 山本 尚範

O110-2 線維芽細胞に対するドブタミンの増殖性作用の解析

名古屋大学大学院医学系研究科救急・集中治療医学分野 山本 尚範

O110-3 敗血症性心筋症に対する IABPの有用性の検討

東邦大学医療センター大森病院総合診療・救急医学講座 豊田幸樹年

O110-4 線維芽細胞に対するトロンビンと AP-1活性の作用

名古屋大学大学院医学系研究科救急・集中治療医学分野 山本 尚範

O110-5 β遮断薬内服中のため治療に難渋したアナフィラキシーショックの 2例
仙台市立病院循環器内科 井筒 琢磨

O110-6 集中治療室入室患者における血清ビリルビン値と予後の関係

滋賀医科大学附属病院救急集中治療部 藤野 和典



第
３
日
目

－187－

13：30～ 14：30

口演 111

栄養管理

座長 兵庫県立西宮病院救命救急センター 鴻野 公伸

O111-1 2014年における名古屋大学病院救急科の急性期栄養管理の解析

名古屋大学大学院医学系研究科救急・集中治療医学分野 東 倫子

O111-2 当院における救急患者と胃瘻の関連について

岐阜市民病院消化器内科 川出 尚史

O111-3 救命救急センター入院患者における亜鉛欠乏に関する検討

長崎大学病院救命救急センター 山野 修平

O111-4 栄養・排便管理による栄養改善

東京女子医科大学東医療センター看護部 篠原 美紀

O111-5 胃内での半固形化栄養法を用いた急性期栄養管理の実際

京都第二赤十字病院救急科 檜垣 聡

O111-6 頭部外傷患者の低ナトリウム血症はなぜなかなか改善しないか

伊那中央病院救急科 畑谷 芳功

14：30～ 15：30

口演 112

臓器移植

座長 聖マリアンナ医科大学東横病院脳神経外科 小野 元

O112-1 長崎県下三次救急医療施設におけるドナー適応症例の実態

長崎大学病院救命救急センター 平尾 朋仁

O112-2 脳死下臓器提供～一般市中病院の一麻酔科医の立場から：第二報

市立札幌病院麻酔科 檀上 渉

O112-3 当院におけるポテンシャルドナーディテクションの取り組みと今後の課題

社会医療法人仁愛会浦添総合病院救命救急センター 福井 英人

O112-4 大量酸素投与が必要な肺移植レシピエントの陸路による長距離搬送の経験と考察

京都大学医学部初期診療・救急学講座 西山 慶

O112-5 法的脳死判定における無呼吸試験の結果について

熊本大学生命科学研究部侵襲制御医学 木下 順弘
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15：30～ 16：30

口演 113

腹腔内臓器の救急

座長 社会医療法人財団大樹会総合病院回生病院救急センター 関 啓輔

O113-1 後天性血友病が原因と考えられた非外傷性脾破裂の 1症例
飯塚病院集中治療部 安達 普至

O113-2 非閉塞性腸管虚血（NOMI）の治療戦略～動注療法，2nd look surgeryを行ない救命できた 1例
健和会大手町病院 古城 都

O113-3 原発性大網膿瘍破裂の 1例
宇治徳洲会病院外科 日並 淳介

O113-4 当施設における膵炎後仮性動脈瘤出血症例の検討

兵庫県立加古川医療センター救命救急センター 板垣 有亮

O113-5 腎梗塞診断の pitfall
トヨタ記念病院総合内科 笠原 大輔

O113-6 膵十二指腸アーケード動脈からの出血により後腹膜血腫と深部静脈血栓症を合併した一例

信州大学医学部救急集中治療医学講座 城下 聡子

第 13 会場【東京国際フォーラム ガラス棟 G602】

09：00～ 10：00

学生・研修医セッション 13

急性腹部救急

座長 医療法人協和会協和マリナホスピタル 吉永 和正

RO013-1 複数の Press through package誤飲を CT 検査で診断した一例

横浜旭中央総合病院初期臨床研修医 岡本 成亮

RO013-2 保存的加療にて加療した消化管異物（裁縫針）の 1例
福島県立医科大学附属病院高度救命救急センター 三澤 友誉

RO013-3 Meckel 憩室による成人の腸重積症の一例

杏林大学医学部付属病院 ATT 科 李 恵怜

RO013-4 当科における広範囲腸管虚血に対する治療戦略

大阪警察病院臨床研修医指導センター とう 傑之

RO013-5 単孔式腹腔鏡下手術を行った魚骨による腹膜炎の 1例
市立四日市病院臨床研修部 水谷 高輔
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10：00～ 11：00

学生・研修医セッション 14

外傷 1
座長 鹿児島市立病院救命救急センター 吉原 秀明

RO014-1 大腿骨骨折治療中に急変した症例 23例の検討

札幌徳洲会病院救急総合診療科 西條 正二

RO014-2 鈍的大動脈損傷診療から救急医の役割を考える

宮崎大学医学部附属病院卒後臨床研修センター 樋口 和宏

RO014-3 ドクターカー出動の胸部刺傷の経験 ―現場での安全性を中心に―

公立陶生病院救急救命センター 加納 裕也

RO014-4 頚髄硬膜外血腫を診断する ～背部痛？CT 所見を振り返ろう～
浜松医科大学医学部附属病院臨床研修センター 林 良郎

RO014-5 外傷診療における「時間軸」の大切さを教えてくれた重症肝損傷の一救命例

浜松医科大学医学部医学科 粕川宗太郎

RO014-6 凶器はどこへ？ ―頚部胸部刺創の一例―

八戸市立市民病院救命救急センター 伊沢 朋美

11：00～ 12：00

学生・研修医セッション 15

外傷 2
座長 国立病院機構災害医療センター救命救急センター 加藤 宏

RO015-1 手部に限局したコンパートメント症候群をきたした 1例
国家公務員共済組合連合会横浜栄共済病院 金澤 将史

RO015-2 右下肢骨に対する緊急手術後に脂肪塞栓症をきたすも良好な予後を得た一例

宮崎大学医学部附属病院卒後臨床研修センター 高村 一成

RO015-3 臀部出血を繰り返した下臀動脈仮性動脈瘤の 1 治験例

長野赤十字病院救急科初期研修医 高橋 葵

RO015-4 多発外傷に合併した外傷性横隔膜損傷の 1救命例
伊勢赤十字病院 井上 良哉

RO015-5 高カルシウム血症を呈した重症多発外傷の一例

川崎医科大学卒後臨床教育センター 稲吉 祐樹

RO015-6 重症胸部外傷症例に対して，緊急大動脈ステントグラフト内挿術を含む

集学的治療を行い救命し得た一例

千葉県救急医療センター外傷治療科 間所 俊介
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13：30～ 14：30

学生・研修医セッション 16

中枢系

座長 市立札幌病院救命救急センター 鹿野 恒

RO016-1 二次救急医療機関における内因性くも膜下出血症例の特徴

医療法人倚山会田岡病院救急科 松永 直樹

RO016-2 ERにおける失神症例の検討

帝京大学ちば総合医療センター 清水 理花

RO016-3 神経脱落症状を契機に救急外来で転移性脳腫瘍，及び未治療の肺癌の診断に至った 2症例
日本赤十字社大阪赤十字病院初期研修医 大平純一朗

RO016-4 頭部 CTが語った意外な真実

八戸市立市民病院救命救急センター 高井 千尋

RO016-5 TIA（Transient ischemic attack）に対する救急外来での初期対応の重要性について

日本赤十字社大阪赤十字病院初期研修医 山本 絢可

14：30～ 15：30

学生・研修医セッション 17

薬物中毒 1
座長 千葉労災病院救急・集中治療部 森脇龍太郎

RO017-1 持続的血液濾過透析により救命し得たメトホルミンによる乳酸アシドーシスの一例

旭川医科大学病院卒後臨床研修センター 別所 瞭一

RO017-2 超急性期より血液透析と持続血液濾過透析を施行することで，明らかな副作用なく

救命できた急性リチウム中毒の 1例
佐賀大学医学部附属病院卒後臨床研修センター 中山 賢人

RO017-3 過敏反応により経皮吸収が促進され発症したリドカイン中毒の 1例
大阪府済生会中津病院 是松 瑞樹

RO017-4 リチウム薬投与中断 2日後に高度徐脈，意識障害をきたしたリチウム中毒の一例

加古川西市民病院救急科 大河原悠介

RO017-5 集学的治療により救命した長期内服患者におけるコルヒチン中毒の一例

旭川医科大学病院卒後臨床研修センター 伊東 典子

RO017-6 当院における違法ドラッグ中毒搬送 5例の経験

公立陶生病院救急救命センター 小野寺良太
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15：30～ 16：30

学生・研修医セッション 18

薬物中毒 2
座長 市立函館病院救命救急センター 武山 佳洋

RO018-1 カロライナジャスミンの過量摂取により呼吸不全をきたした一例

大分県立病院救急救命センター 安藤 将太

RO018-2 内服 1 時間後に搬送されたパラコート中毒患者の治療および経過について

京都市立病院 佐藤 貴紀

RO018-3 遅発性の無呼吸とけいれんをきたし診断に苦慮したグルホシネート中毒の一例

防衛医科大学校病院救急部 荒木茉莉江

RO018-4 消火器一本分の粉末消火剤吸入によるリン酸・アンモニアの異常高値に対し

血液透析が著効した一例

呉医療センター・中国がんセンター腎臓内科 前田 雄洋

RO018-5 職業曝露で発生した塩素ガス中毒の一例

勤医協中央病院初期研修医 高石 恵一

RO018-6 タブレット型塩素系洗浄剤を誤飲し喉頭浮腫をきたした一例

東海大学医学部付属病院臨床研修部 門倉 彩奈

第 14 会場【東京国際フォーラム ガラス棟 G610】

09：00～ 10：00

主題関連セッション 23

パネルディスカッション 5 精神疾患合併症例への対応

座長 兵庫県災害医療センター 中山 伸一

MRS023-1 精神科疾患を合併した墜落外傷患者の入院期間とその予後について

大阪府立急性期・総合医療センター 伊藤 弘

MRS023-2 薬物中毒患者に対する，自院の早急な精神科受診は必要か？？

京都市立病院 林 真也

MRS023-3 精神科常勤医不在の独立型三次救急施設における精神疾患合併症例への対応

大阪府立中河内救命救急センター 加藤 昇

MRS023-4 当院における精神疾患合併症例への対応

北里大学医学部救命救急医学 山谷 立大

MRS023-5 当院における精神疾患合併症例への対応の変遷と問題点

仙台市立病院救急科 庄子 賢
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10：00～ 11：00

主題関連セッション 24

パネルディスカッション 5 精神疾患合併症例への対応

座長 大阪府立急性期・総合医療センター救急診療科 松嶋 麻子

MRS024-1 精神科病床がない地方都市救命救急センターにおける精神疾患合併症例への対応

青森県立中央病院救命救急センター 齋藤 兄治

MRS024-2 当院における身体疾患合併精神科救急患者受け入れ実態

岸和田徳洲会病院救命救急センター 鈴木慧太郎

MRS024-3 危険行動予測スコアを用いた精神疾患合併患者に対する救急医のアプローチ

－救急領域における有用性の検討－
杏林大学医学部付属病院高度救命救急センター 伊東 杏里

MRS024-4 症例提示を踏まえた，当院での身体科病院との取り組み～単科精神科病院の立場から～

北斗会さわ病院 関口 秀文

11：00～ 12：00

主題関連セッション 25

パネルディスカッション 5 精神疾患合併症例への対応

座長 独立行政法人国立病院機構横浜医療センター救命救急センター 古谷 良輔

MRS025-1 救命救急センター入院自殺企図患者に対する他職種ケアの有用性

福岡大学病院救命救急センター 水沼真理子

MRS025-2 身体合併症を有する精神科救急症例の課題 ～当院で経験した症例を踏まえて～
日本大学病院救急科 河野 大輔

MRS025-3 精神科病院入院中に救命救急センターに紹介・救急搬送された患者から考察する

精神科病院と救急の連携

佐賀大学医学部附属病院救命救急センター 今長谷尚史

MRS025-4 アルコール依存症と救急医療：地域多機関との連携構築の重要性と救急医の役割

市立四日市病院救命救急センター 柴山美紀根

MRS025-5 身体疾患を合併する精神疾患患者に対応する地域医療体制の構築

関西医科大学救急医学講座 中森 靖

13：30～ 14：30

主題関連セッション 26

パネルディスカッション 1 救急医療を俯瞰して体制を構築する；メディカルコントロールの新たなあり方

座長 杏林大学保健学部救急救命学科 小泉 健雄

MRS026-1 救急医療管制システム（e-match）からみる救急搬送困難例における高齢者の現状

奈良県立医科大学救急医学 關 匡彦
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MRS026-2 メディカルコントロールの求められる今後の役割について

聖隷三方原病院高度救命救急センター 早川 達也

MRS026-3 消防庁の進める消防の広域化に弊害はないのか

市立島田市民病院救急科 松岡 良太

MRS026-4 神戸市消防局における救急救命士処置拡大の現況と課題

～血糖測定とブドウ糖溶液投与について～

神戸大学医学部附属病院救急部 西山 隆

MRS026-5 北海道道南圏における指導的救急救命士養成病院研修について

市立函館病院救命救急センター 岡本 博之

MRS026-6 時代の変化に柔軟なメディカルコントロール体制の確立に向けて

大阪府済生会千里病院千里救命救急センター, 大阪府豊能地域メディカルコントロール協議会 吉永 雄一

14：30～ 15：20

主題関連セッション 27

パネルディスカッション 1 救急医療を俯瞰して体制を構築する；メディカルコントロールの新たなあり方

座長 公立豊岡病院但馬救命救急センター 小林 誠人

MRS027-1 救急隊現着に要する時間の検討

慶應義塾大学医学部救急医学 鈴木 昌

MRS027-2 二次医療圏における重症外傷症例の搬送状況に関する地理情報システムを用いた地域網羅的解析

大阪大学医学部附属病院高度救命救急センター 中川 雄公

MRS027-3 救命救急センターはメディカルコントロールの要である

公立豊岡病院但馬救命救急センター 小林 誠人

MRS027-4 二次医療圏規模の救急医療体制を俯瞰するための救急搬送患者レジストリの運用

りんくう総合医療センター大阪府泉州救命救急センター 中尾 彰太

MRS027-5 効果的な救急救命士再教育のあり方を考える

帝京大学医学部救急医学講座, 帝京大学医療技術学部 石川 秀樹

15：20～ 16：30

主題関連セッション 28

パネルディスカッション 1 救急医療を俯瞰して体制を構築する；メディカルコントロールの新たなあり方

座長 りんくう総合医療センター大阪府泉州救命救急センター 渡部 広明

MRS028-1 減圧障害に対する治療ガイドラインの作成について

―初期対応としての簡易診断のための情報シート（問診票）の提案―

医療法人鉄蕉会亀田総合病院救命救急科 鈴木 信哉

MRS028-2 宮崎県ドクターヘリの外傷診療 3年間の検討

宮崎大学医学部附属病院救命救急センター 安部 智大

MRS028-3 救命センター開設と外傷患者の搬送状況に関する地域網羅的解析

長崎大学病院救命救急センター 田﨑 修
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MRS028-4 新宿区内の救急医療機関の受診状況 24時間全例調査からみた地域救急医療体制の現状

慶應義塾大学病院, 新宿区救急業務連絡協議会 並木 淳

MRS028-5 メディカルコントロール体制下の救命救急センターに求められるもの

日本赤十字社医療センター救命救急センター 林 宗博

MRS028-6 当救命救急センターにおける小児熱傷患者の検討

日本大学医学部救急医学系救急集中治療医学分野 織田 美紀

MRS028-7 神奈川県を対象とした地域応需体制の定量的分析

東海大学医学部外科学系救命救急医学 鵜飼 孝盛

第 15 会場【東京国際フォーラム ガラス棟 G701】

09：00～ 10：00

口演 114

多様な救急疾患

座長 秋田大学医学部附属病院救急部・集中治療部 中永士師明

O114-1 Open abdomenを要した破裂性腹部大動脈瘤に対する両側腹直筋鞘前葉反転法の長期合併症の検討

日本医科大学付属病院高度救命救急センター 新井 正徳

O114-2 孤立性腹部内臓動脈解離に対する治療方針の検討

東海大学医学部外科学系救命救急医学 大塚 洋幸

O114-3 当院 ERに健忘を主訴に搬送された患者の検討

川崎市立川崎病院救急科 塩島 裕樹

O114-4 重症急性膵炎診療におけるチーム医療構築の試み

秋田赤十字病院総合診療科 古屋 智規

O114-5 当院救急救命センターにおける超高齢者の急性胆管炎 53例の臨床的検討

国家公務員共済組合連合会新別府病院救急救命センター 香川 浩一

O114-6 当院における縦隔気腫症例の検討

京都第二赤十字病院救命救急センター救急科 宮国道太郎

10：00～ 11：00

主題関連セッション 29

パネルディスカッション 2 これからの救命救急センターのあり方

座長 浦添総合病院救命救急センター 八木 正晴

MRS029-1 救命センターの地域偏在是正策を考慮する

順天堂大学医学部附属浦安病院救急診療科 井上 貴昭

MRS029-2 宮崎県のような救急医療過疎地域における救命救急センターのあり方について

宮崎大学医学部附属病院救命救急センター 落合 秀信
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MRS029-3 地域でつくる次世代救命センターのあり方

神戸市立医療センター中央市民病院救命救急センター 水 大介

MRS029-4 救急車で搬送される重症患者数の推移と救命救急センターの整備について

救急救命東京研修所 田邉 晴山

MRS029-5 救命救急センターにおける今後の方針

京都第一赤十字病院救命救急センター 池田 栄人

MRS029-6 大学病院分院における救命救急センターのあり方

東京慈恵会医科大学附属柏病院救命救急センター 卯津羅雅彦

11：00～ 12：00

主題関連セッション 30

パネルディスカッション 2 これからの救命救急センターのあり方

座長 岩手医科大学医学部救急医学 井上 義博

MRS030-1 救命救急センターと院内 ICUとのかかわりはどうあるべきか
福山市民病院救命救急センター 宮庄 浩司

MRS030-2 地域の ICUとしての救命救急センター～ER 型救急からの変貌

岸和田徳洲会病院救命救急センター 鍜冶 有登

MRS030-3 当院救急外来における臓器提供の疫学調査

聖マリアンナ医科大学横浜市西部病院 若竹 春明

MRS030-4 診療の質，研修の幅の確保のために大病院併設型救命センターが有利である

倉敷中央病院救命救急センター 福岡 敏雄

13：30～ 14：30

主題関連セッション 31

パネルディスカッション 5 精神疾患合併症例への対応

座長 東京慈恵会医科大学附属柏病院救命救急センター 卯津羅雅彦

MRS031-1 身体合併症精神科病棟を救命センター内に設置する!
神戸市立医療センター中央市民病院救命救急センター 井上 彰

MRS031-2 精神科のない当院での自殺企図患者受け入れについて

戸田中央総合病院救急部 村岡 麻樹

MRS031-3 精神症状合併症例への対応

東海大学医学部外科学系救命救急医学, 富士重工業健康保険組合太田記念病院救急科 山本 理絵

MRS031-4 救命救急センターにおけるてんかん診療の実態

和歌山県立医科大学救急集中治療医学講座 加藤 正哉

MRS031-5 身体疾患合併精神科病棟を持つ救命救急センターの役割

独立行政法人国立病院機構北海道医療センター救命救急センター 富田 明子
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14：30～ 15：30

主題関連セッション 32

パネルディスカッション 4-1 研修医・学生教育において救急医学が果たす役割（卒前教育）
座長 近畿大学救急医学 平出 敦

MRS032-1 大阪大学高度救命救急センターが行ってきた臨床研修医に対する救急医学教育

大阪大学医学部附属病院高度救命救急センター 池側 均

MRS032-2 救急外来で研修医のプロフェッショナリズム・コミュニケーション能力を評価する

京都府立医科大学大学院医学研究科総合医療・医学教育学 入江 仁

MRS032-3 ER 型救命救急センターにおける初期研修医教育についての検討

横浜労災病院救命救急センター, 横浜労災病院研修管理委員 大屋 聖郎

MRS032-4 ER 研修が当院にもたらした影響の検証

上尾中央総合病院救急総合診療科 姜 昌林

MRS032-5 当院における研修医の初期診療研修と 2 次救急医療体制一体化の試み

山梨大学医学部救急集中治療医学講座 森口 武史

MRS032-6 救急医は学生・研修医教育の窓口であり，ロールモデルである
東京都立広尾病院救命救急センター 中島 幹男

15：30～ 16：30

主題関連セッション 33

パネルディスカッション 4-2 研修医・学生教育において救急医学が果たす役割（卒後教育）

座長 札幌医科大学救急医学講座同附属病院高度救命救急センター 成松 英智

MRS033-1 院内 119番-救命センター以外での救急診療教育 二年目の報告

市立札幌病院救命救急センター 佐藤 朝之

MRS033-2 救急初期研修への印象度調査

東京ベイ浦安・市川医療センター救急科 中島 義之

MRS033-3 小児脳死判定セミナーの実践を通した教育効果と意義の考察

日本医科大学付属病院高度救命救急センター, 日本小児救急医学会脳死問題検討委員会 荒木 尚

MRS033-4 実施記録を基にした中心静脈穿刺研修についての検討

総合病院国保旭中央病院救命救急センター, 昭和大学医学部救急医学講座 神田 潤

MRS033-5 胸部外傷講義（呼吸器コース）後の臨床実習生の現状

関西医科大学枚方病院呼吸器外科 小延 俊文
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ポスター会場【東京国際フォーラム Eブロック 展示ホール】

13：30～ 14：30

ポスター 36

腹部外傷 1
座長 東京都済生会中央病院救命救急センター 関根 和彦

P036-1 外傷性胆嚢破裂の 1例
防衛医科大学校救急部 井上 堂司

P036-2 胆汁瘻を合併し，遅発性出血により死亡した外傷性肝損傷（IIIa）の一例
土浦協同病院外科 高山 渉

P036-3 肝管損傷を伴った IIIb 型肝損傷の 2例
済生会宇都宮病院救急科 佐藤 幸男

P036-4 腹部鈍的外傷後に遅発性小腸狭窄を来した 3症例
独立行政法人国立病院機構南和歌山医療センター救命救急科 益満 茜

14：30～ 15：30

ポスター 37

腹部外傷 2
座長 山梨県立中央病院救命救急センター 岩瀬 史明

P037-1 鈍的外傷による急性腹部大動脈解離を伴う腹腔内多臓器損傷の一例

社会医療法人雪の聖母会聖マリア病院救命救急センター 爲廣 一仁

P037-2 循環動態が不安定な巨大肝被膜下血腫を伴う鈍的肝損傷に対し，non-operative managementが
奏功した 1例

製鉄記念広畑病院姫路救命救急センター 谷口 智哉

P037-3 腹膜内膀胱破裂に対して NOMを行った症例（今後の治療方針への展望）

沖縄県立中部病院泌尿器科 八木橋祐亮

P037-4 IABO使用により脊髄梗塞を合併した腹部外傷の 1例
青森県立中央病院救命救急センター 石澤 義也

13：30～ 14：30

ポスター 38

ER診療 3
座長 兵庫医科大学病院救急災害医学 白井 邦博

P038-1 救命救急センター搬送症例における HAE（遺伝性血管性浮腫）前向きスクリーニング調査
大阪大学医学部附属病院高度救命救急センター 廣瀬 智也
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P038-2 遺伝性血管性浮腫の周知には視覚に訴えた資料が有効である

NHO関門医療センター内科 江本 因

P038-3 当院救急外来の頻回受診者の傾向

昭和大学病院総合診療センター 池田圭一郎

P038-4 肘内障の診断的アプローチ Retrospective studyからの新知見

名古屋掖済会病院救急科 安藤 裕貴

P038-5 救急外来における顕微鏡ユニット設置についての検討

藤田保健衛生大学病院 坂崎多佳夫

P038-6 急性冠症候群疑い症例に 2 種の高感度トロポニン Iを用いた診断精度の検討

帝京大学医学部付属病院救急医学講座 佐川 俊世

14：30～ 15：30

ポスター 39

ER診療 4
座長 横浜市立みなと赤十字病院救急部 伊藤 敏孝

P039-1 救急外来における緊急挿管時の Cormack-Lehane分類による喉頭視野と挿管困難の検討

慶應義塾大学医学部救急医学 豊崎 光信

P039-2 下咽頭異物除去にビデオ喉頭鏡が有用であった一例

倉敷中央病院救急科 漆谷 成悟

P039-3 当院での（三次）救命科と ER総合診療センタ―との協働について

大阪警察病院救命救急センター（救命救急科） 中江 晴彦

P039-4 診断に難渋した仙腸関節炎から波及した腸腰筋膿瘍の 1例
京都第一赤十字病院救急科部 榎原 巨樹

P039-5 若年発症の脳梗塞の社会復帰の一例

名古屋大学医学部附属病院 青山 康

P039-6 高アンモニア血症にて意識障害を来した一症例

琉球大学医学部附属病院救急医学講座 玉城佑一郎

P039-7 神経症候を前面に呈した急性大動脈解離の一例

香川県立中央病院脳神経外科 合田 雄二

13：30～ 14：30

ポスター 40

多臓器不全・ショック 2
座長 順天堂大学医学部附属浦安病院救急診療科 井上 貴昭

P040-1 出血性ショックを呈した右内腸骨動脈瘤破裂に対し，大動脈クランプ下で転院搬送し

救命しえた 1例
東京都立多摩総合医療センター救命救急センター 鈴木茂利雄
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P040-2 下血を主訴に来院し，IABOを用いて救命しえた 2次性大動脈十二指腸瘻の一例

岡山済生会総合病院救急科 原田 亮一

P040-3 敗血症性 DICに合併した大量血胸に対して経カテーテル塞栓術を行い救命し得た一例

関西医科大学救急医学講座 丸山 修平

P040-4 間質性肺炎増悪，敗血症性ショック，心原性ショックを併発した多発性筋炎の一例

東京大学医学部付属病院救急部集中治療部 奈良場 啓

P040-5 化学療法中，高アンモニア血症と腫瘍崩壊症候群から，多臓器不全を発症した一症例

岐阜大学医学部附属病院高度救命救急センター 吉田 省造

14：30～ 15：30

ポスター 41

血液凝固

座長 北海道大学大学院医学研究科侵襲制御医学講座救急医学分野 澤村 淳

P041-1 重症頭部外傷を契機に発見され，入院時凝固異常なく診断に苦慮した血友病 Aの 9 歳男児例

医療法人北斗北斗病院小児科こども総合センター 西村 洋一

P041-2 海外旅行後に重症肺血栓塞栓症を発症した先天性アンチトロンビン欠損症の 1例
成田赤十字病院救急・集中治療科 奥 怜子

P041-3 肺癌術後早期に腋窩動脈閉塞症を合併した 1例
井上病院 西川 敏雄

P041-4 自己免疫性溶血性貧血による心肺停止の一症例

名古屋大学大学院医学系研究科救急・集中治療医学分野 錦見 満暁

13：30～ 14：30

ポスター 42

中毒 2
座長 京都第二赤十字病院救命救急センター 横野 諭

P042-1 トリカブト中毒による難治性不整脈に対して PCPSを導入し救命し得た 1例
札幌医科大学医学部医学科救急医学講座 越前栄次郎

P042-2 ERで VT/VFから CPAとなり PCPSを導入し救命し得たトリカブト中毒の一例

健和会大手町病院麻酔科 大城 正哉

P042-3 遅発性神経障害を生じた一酸化炭素中毒の一例

東京女子医科大学救急医学 金 児民

P042-4 抗毒素血清が使用できず重症化したものの集学的治療により救命したハブ咬傷の一例

社会医療法人かりゆし会ハートライフ病院救急総合診療部 三戸 正人

P042-5 危険ドラッグ（指定薬物）の乱用により意識障害，低体温を呈した一症例

旭川医科大学救急医学講座 林 健太郎
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13：30～ 14：30

ポスター 43

心肺停止 1
座長 福島県立医科大学地域救急医療支援講座 伊関 憲

P043-1 繰り返す失神のため外来受診中，院内で CPAとなり PCPS 挿入により

社会復帰しえた肺塞栓の一例

公立南丹病院循環器内科 杉本 健

P043-2 心肺停止で搬送された血管型 Ehlers-Danlos症候群の 1例
深谷赤十字病院救急部 長島真理子

P043-3 初期波形 Asystoleで 1時間以上心肺蘇生を行い良好な脳組織酸素飽和度を呈し社会復帰した 1例
筑波大学附属病院救急・集中治療部 久後 舟平

P043-4 劇症型心筋炎によると考えられる長時間心肺停止後から意識回復を認めた一例

聖マリアンナ医科大学横浜市西部病院 吉田 英樹

14：30～ 15：30

ポスター 44

心肺停止 2
座長 聖路加国際病院救急部・救命救急センター 大谷 典生

P044-1 QT延長症候群から心室細動に至るも蘇生し独歩退院可能であった 14歳男児の一例
聖隷浜松病院循環器科 齋籐 秀輝

P044-2 心室細動で来院し，Life Vestを着用し独歩退院した QT短縮症候群の一例

宮崎大学医学部付属病院救命救急センター 宗像 駿

P044-3 神経性食思不振症（AN）から心肺停止（CPA）となった一救命例
群馬大学大学院医学系研究科救急医学 菅原 隆

P044-4 予後良好であった高齢者の非心原性 CPA2例
手稲渓仁会病院 鈴木雄一郎

13：30～ 14：30

ポスター 45

医療安全・医療支援

座長 大分市医師会立アルメイダ病院救急・集中治療科 稲垣 伸洋

P045-1 都市部の公設二次救急医療機関における救急科新設の効果と問題点

東京都保健医療公社豊島病院救急科 野田 彰浩

P045-2 ICU退室後の予期しない院内死亡について

聖隷浜松病院救急科 諏訪大八郎

P045-3 当院における深部静脈血栓症予防の現状

京都第一赤十字病院救命救急センター救急科 山崎真理恵
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P045-4 緊急事態対応のための看護師トレーニング

社会医療法人財団大樹会総合病院回生病院麻酔科 木村 廷和

14：30～ 15：30

ポスター 46

地域医療

座長 聖隷三方原病院高度救命救急センター 早川 達也

P046-1 BLS講習と院内救急救命士の役割

宇治徳洲会病院臨床工学救急管理室救急救命士科 能登路賀一

P046-2 過疎地域で勤務する医師は「Primary surveyと蘇生」を行う能力が最も必要とされる

小清水赤十字病院総合診療科 太田 圭

P046-3 徳島県における救急医療に関する検討

徳島県美馬保健所 佐藤 純子

P046-5 愛媛県東温市における交通事故発生場所による検討

愛媛大学大学院医学系研究科救急医学 馬越 健介

P046-6 水は水でもただの水ではありません！ ～地域住民の危険な状況～
杉田玄白記念公立小浜病院救命救急センター 東 裕之


